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１．岐阜東バイパスの事業概要

一般国道１５６号は、岐阜県岐阜市を起点とし関市、郡上市等を経由して富山県高岡市に

至る延長約２１０ｋｍの幹線道路であり、岐阜県内及び東海地方と北陸地方の交流・連携や

産業・経済及び観光等を支える路線です。

岐阜東バイパスは、このうち岐阜県羽島郡岐南町八剣から関市山田に至る延長約１３．４

ｋｍの道路で、次の２点を目的としています。

●交通渋滞の緩和

●交通安全の確保

一般国道１５６号は、岐阜県岐阜市を起点とし関市、郡上市等を経由して富山県高岡市に

至る延長約２１０ｋｍの幹線道路であり、岐阜県内及び東海地方と北陸地方の交流・連携や

産業・経済及び観光等を支える路線です。

岐阜東バイパスは、このうち岐阜県羽島郡岐南町八剣から関市山田に至る延長約１３．４

ｋｍの道路で、次の２点を目的としています。

●交通渋滞の緩和

●交通安全の確保

（１）事業目的（１）事業目的
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標 準 断 面 図

（２）計画概要

ぎふけん はしまぐん ぎなんちょう やつるぎ

ぎふけん せきし やまだ
３工区

２工区

１工区

関市山田

岐阜市
日野

岐阜市東興町
（北一色交差点）

岐南町
八剣

R21

R22

R248

R248

●事業名 ： 一般国道１５６号岐阜東バイパス

●起終点 ： （起点）岐阜県羽島郡岐南町八剣

（終点）岐阜県関市山田

●延長 ： １３．４km

●道路規格 ： １・２工区（岐南町八剣～岐阜市日野）
・設計速度 第４種第１級 ６０km/h

３工区（岐阜市日野～関市山田）
第３種第１級 ８０km/h

●車線数 ： １工区（岐南町八剣～岐阜市東興町）
６車線

２・３工区（岐阜市東興町～関市山田）
４車線

●都市計画決定 ： 昭和４９年度（１工区）
昭和５５年度（２工区）
平成６年度 （３工区）

●事業化 ： 昭和４６年度

●用地着手年度 ： 昭和４８年度

●工事着手年度 ： 昭和４９年度

●前回の再評価 ： 平成１８年度 （指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ： ９５０億円（変更なし）

●事業名 ： 一般国道１５６号岐阜東バイパス

●起終点 ： （起点）岐阜県羽島郡岐南町八剣

（終点）岐阜県関市山田

●延長 ： １３．４km

●道路規格 ： １・２工区（岐南町八剣～岐阜市日野）
・設計速度 第４種第１級 ６０km/h

３工区（岐阜市日野～関市山田）
第３種第１級 ８０km/h

●車線数 ： １工区（岐南町八剣～岐阜市東興町）
６車線

２・３工区（岐阜市東興町～関市山田）
４車線

●都市計画決定 ： 昭和４９年度（１工区）
昭和５５年度（２工区）
平成６年度 （３工区）

●事業化 ： 昭和４６年度

●用地着手年度 ： 昭和４８年度

●工事着手年度 ： 昭和４９年度

●前回の再評価 ： 平成１８年度 （指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ： ９５０億円（変更なし）
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◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
事業費＋維持管理費

○．○○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
２,１３６億円 ＋ １４１億円 ＋ １６億円

１,４２８億円 ＋ ２６億円

２,２９２億円

１,４５４億円 ＝

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
６１５億円 ＋ ４０億円 ＋ ９億円

３３８億円 ＋ ２６億円
＝

６６４億円

３６４億円＝ ＝

１．６

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較

前回再評価時 全体事業＝５．１ 残事業＝９．６ 今回再評価時 全体事業＝１．６ 残事業＝１．８

２．費用対効果分析（費用便益比（B/C））
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

１．８

岐阜東バイパスを供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）■維 持 管 理 費 ：

岐阜東バイパスの整備に要する費用（工事費、用地費等）■事 業 費 ：

岐阜東バイパスの整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、
整備した場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的
損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額）

■交通事故減少便益：

岐阜東バイパスの整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車両償
却費等）から、整備した場合の走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、
車両償却費等）

■走行経費減少便益：

岐阜東バイパスの整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額■走行時間短縮便益：

【前回再評価からの変更点】

１．費用便益分析マニュアルの改訂

①便益算出の検討年数を40年から50年に変更 ②便益算出に用いる車種別の時間価値原単位等の変更

２．交通流推計に用いるデータの変更

①OD表のベースとなる道路交通センサスを平成11年度から平成17年度に変更

②将来OD表の作成に用いるブロック別・車種別走行台キロの伸び率を変更
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３．前回評価時との比較表

現道旅行速度 24km/h
（日野南６～山田交差点間、
12時間平均）

現道旅行速度 24km/h
（日野南６～山田交差点間、
12時間平均）

事 項 前回評価
（H18再評価）

今回評価
（H22再評価）

備 考

全体事業費 ９５０億円 ９５０億円

費用対効果（B/C） ５．１ １．６

全体事業 総費用（C） １２５５億円 １４５４億円 費用便益分析マニュアルの改訂

総便益（B） ６３８８億円 ２２９２億円 費用便益分析マニュアルの改訂
交通流推計に用いるデータの変更
将来の周辺路線の混雑緩和

費用対効果（B/C） ９．６ １．８

残事業 総費用（C） ４８６億円 ３６４億円 費用便益分析マニュアルの改訂

総便益（B） ４６７９億円 ６６４億円 費用便益分析マニュアルの改訂
交通流推計に用いるデータの変更
H20.3 １工区全線完成供用・２工区
一部完成供用
将来の周辺路線の混雑緩和

事業を巡る社会情勢等の変
化

岩田交差点渋滞長
国道156号南向き２０５０ｍ

岩田交差点渋滞長
国道156号南向き ８５０ｍ

岩田交差点右折レーン延伸

事業の進捗状況 事業 ４０％
用地 ７５％

事業 ４７％
用地 ７６％

H20.3 １工区全線完成供用・２工区
一部完成供用



路線バス所要時間（３工区並行区間）
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①① 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

４．評価の視点

①①--１１ 交通渋滞の緩和交通渋滞の緩和

岐阜市内方面岐阜市内方面→→

現道現道 岩田～日野南６間岩田～日野南６間 ←←
岐
阜
市
内
方
面

岐
阜
市
内
方
面

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■平成２０年３月に岩戸トンネルⅡ期線と北一色付近の４車線立体が完成し、バイパス供用済み区間の混雑は緩和しました。

■しかしバイパス未供用区間の現道では、主要渋滞ポイントの岩田交差点で最大850ｍの渋滞が発生しているほか、全区
間で慢性的に混雑しており、その結果旅行速度がピーク時で16km/h、平均でも22km/hと低くなっています。

■バイパス未供用区間の現道では、路線バスがピーク時で3.5分に1本（17便/時）と運行本数が多くなっていますが、現道の
渋滞により最大15分程度の遅れが発生しています。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■平成２０年３月に岩戸トンネルⅡ期線と北一色付近の４車線立体が完成し、バイパス供用済み区間の混雑は緩和しました。

■しかしバイパス未供用区間の現道では、主要渋滞ポイントの岩田交差点で最大850ｍの渋滞が発生しているほか、全区
間で慢性的に混雑しており、その結果旅行速度がピーク時で16km/h、平均でも22km/hと低くなっています。

■バイパス未供用区間の現道では、路線バスがピーク時で3.5分に1本（17便/時）と運行本数が多くなっていますが、現道の
渋滞により最大15分程度の遅れが発生しています。

バイパス未供用区間の現道上り旅行
速度 ピーク時16km/h、平均22km/h
バイパス未供用区間の現道上り旅行
速度 ピーク時16km/h、平均22km/h

バイパス供用済区間 バイパス未供用区間
暫定供用

出典：プローブデータ（H20）

日野南６

北一色付近
４車線立体化

岐南
インター

R21

R22

R248

R248

１工区 ２工区 ３工区

Ｒ１５６現道

岩田交差点

岩戸ﾄﾝﾈﾙ
４車線化

山田

バイパス供用済み区間の上り旅行速度
ピーク時29km/h、平均31km/h
バイパス供用済み区間の上り旅行速度
ピーク時29km/h、平均31km/h

H20.3完成供用

完成供用

●路線バスの状況

ピーク時は最大で
15分程度の遅れ

（２倍の所要時間）

ピーク時は最大で
15分程度の遅れ

（２倍の所要時間）

現道現道 岩田交差点付近岩田交差点付近

●交通状況

渋滞850m

きたいっしきいわど

いわた

渋滞に巻き込まれる渋滞に巻き込まれる路線バス路線バス

（（岩田～日野南６間岩田～日野南６間））
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線
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津保川台津保川台

諏訪山諏訪山

大洞地区大洞地区

加野加野団地団地

日野地区日野地区
（区画整理）（区画整理）

現道沿いに
市街化が進展

現道沿いに
市街化が進展

バイパスの整備に
合わせた区画整理

バイパスの整備に
合わせた区画整理

長良川

津保川長
良
川

名
鉄名
鉄

市街地

名鉄美濃町線が
H17年に廃止

名鉄美濃町線が
H17年に廃止

コモンヒルズ北山コモンヒルズ北山
（開発中）（開発中）

団地や宅地開発に
より人口が集中

団地や宅地開発に
より人口が集中

諏訪山諏訪山

岐阜市中心部への通勤交通手段

バス
20%

マイカー
72%

その他
8%

沿線地域の岐阜市中心部への通勤手段

出典：岐阜市総合交通戦略(案)

国道156号
に依存

国道156号
に依存

－ ６ －

①① 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

４．評価の視点

①①--１１ 交通渋滞の緩和交通渋滞の緩和

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■国道１５６号は岐阜市中心部と関市・美濃市中心部を接続する幹線道路であり、通過交通が多く利用しています。

■バイパス未供用区間の国道１５６号沿道は宅地化・市街化が進展した地域であり、沿道発着の交通が多くなっています。

■そのため、国道１５６号現道では通過交通と沿道発着の交通が混在するため、交通量が2.4万台/日と多くなっています。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■国道１５６号は岐阜市中心部と関市・美濃市中心部を接続する幹線道路であり、通過交通が多く利用しています。

■バイパス未供用区間の国道１５６号沿道は宅地化・市街化が進展した地域であり、沿道発着の交通が多くなっています。

■そのため、国道１５６号現道では通過交通と沿道発着の交通が混在するため、交通量が2.4万台/日と多くなっています。

バイパス未供用区間の沿道状況

関市

美濃市

坂祝BP

関BP岐阜東岐阜東
BPBP

東海北陸

自動車道

東海環状

岐阜市

至郡上市・富山市

岐阜市内と
関ICや美濃加
茂方面を接続

岐阜市と関市・美濃市
方面を接続

至名古屋市

関ＩＣ

BP未供用

区間

通過交通の状況

岐阜市⇔関市・美濃市などの通過交
通が利用 沿道地域⇔岐阜市中心部の交通が利用 国道１５６号の混雑により、中心部への交

通だけでなく地域内の移動にも支障



日野南６～山田間所要時間（上りピーク）
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岐南インター～山田間所要時間（12h平均）
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－ ７ －

①① 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

４．評価の視点

①①--１１ 交通渋滞の緩和交通渋滞の緩和

２）事業の投資効果

■試算の結果、残事業の整備により日野南６～山田交差点間の所要時間が上りピーク時で１７分（約７割）、昼間１２時間平
均でも平均で８分（約５割）短縮される見込みです。

■試算の結果、通過交通などがバイパスへ転換することにより、国道１５６号現道の交通量が２．４万台／日から１．０万台
／日と約６割減少し、岩田交差点をはじめとする現道の渋滞は解消する見込みです。

■渋滞が解消することにより、現道の沿道から岐阜市中心部へのバスの定時性・アクセス性が向上します。

２）事業の投資効果

■試算の結果、残事業の整備により日野南６～山田交差点間の所要時間が上りピーク時で１７分（約７割）、昼間１２時間平
均でも平均で８分（約５割）短縮される見込みです。

■試算の結果、通過交通などがバイパスへ転換することにより、国道１５６号現道の交通量が２．４万台／日から１．０万台
／日と約６割減少し、岩田交差点をはじめとする現道の渋滞は解消する見込みです。

■渋滞が解消することにより、現道の沿道から岐阜市中心部へのバスの定時性・アクセス性が向上します。

所要時間が１７分
（約７割）短縮

所要時間が１７分
（約７割）短縮

●現道の交通状況の改善●バイパス利用時の時間短縮

所要時間が８分
（約５割）短縮

所要時間が８分
（約５割）短縮

岩田交差点付近の交通量

2.4万台
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現況(H19) 整備後
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岩田交差点渋滞長(R156上り)
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出典 現況：H19調査 整備後：H42交通量推計

出典：Ｈ２０プローブデータ
（ＢＰは規制速度で走行可能と想定）

出典 現況：H19調査
整備後：H42交通量推計より交差点需要率計算を行った結果

日野南６

R248

バイパス３工区

Ｒ１５６現道

岩田交差点

山田

ひのみなみ やまだ
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－ ８ －

①① 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

４．評価の視点

①①--２２ 交通安全の確保交通安全の確保

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■バイパス未供用区間（３工区）の現道では、単路部・交差点ともに事故が多く、年間７６件の死傷事故が発生してます。

２）事業の投資効果

■試算の結果、バイパス整備による交通の転換により、現道の事故は約６割減少する見込みです。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■バイパス未供用区間（３工区）の現道では、単路部・交差点ともに事故が多く、年間７６件の死傷事故が発生してます。

２）事業の投資効果

■試算の結果、バイパス整備による交通の転換により、現道の事故は約６割減少する見込みです。

●現道の状況 ●バイパス未供用区間（３工区）現道の事故発生状況

交通転換により現道の死傷事故が６１％減少する見込み※

出典：H17-20事故統合データ

単路部：
平均の約４倍

交差点部：
平均の約２倍

単路部・交差点部とも
死傷事故率が高い

自転車を
除く

車両相互+
車両単独

87%

自転車
×車両
9%

人×車
両
4%

当事者別事故比率

死傷事故件数76件/年

※費用便益分析マニュアルの死傷事故件数推定式を用い、（整備なし事故件数
－整備あり事故件数）÷整備なし事故件数で計算した比率（H42推計）



－ ９ －

■事業進捗率は４７％、用地取得率は７６％に至っています。
（平成22年度末 見込み）

■現在、３工区の岐阜市日野南～岐阜市岩田西(L=2.3km)
は暫定２車線供用に向けて全面的に展開しています。

■事業進捗率は４７％、用地取得率は７６％に至っています。
（平成22年度末 見込み）

■現在、３工区の岐阜市日野南～岐阜市岩田西(L=2.3km)
は暫定２車線供用に向けて全面的に展開しています。

■３工区(L=6.7km)は暫定２車線の早期供用を目指します。■３工区(L=6.7km)は暫定２車線の早期供用を目指します。

４．評価の視点

②② 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点

①①--４４ 事業の進捗状況事業の進捗状況
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暫定２車線供用に向け展開中

日野南～岩田西間 L=2.3km
暫定２車線供用に向け展開中

●これまでの主な経緯

昭和４６年度 事業化

昭和４９年度 工事着手

昭和６３年度 １工区供用（暫定）

平成３年度 ２工区供用（暫定）

平成６年度 ３工区都市計画決定

平成１９年度 １工区全線完成供用

〃 ２工区岩戸トンネルⅡ期線供用
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完成供用済完成供用済 2/4→4/42/4→4/4 未供用(0/4→4/4)未供用(0/4→4/4)残事業の状況

整備の状況

岩戸トンネル
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－ １０ －

１）コスト縮減

■全体事業費９５０億円のうち、約１０億円のコスト縮減を図ります。

■そのうち、主な縮減内容は、以下の通りです。

・山田交差点の交差形式を右折立体から平面交差に変更・・・・・・・・・・約１０億円

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

１）コスト縮減

■全体事業費９５０億円のうち、約１０億円のコスト縮減を図ります。

■そのうち、主な縮減内容は、以下の通りです。

・山田交差点の交差形式を右折立体から平面交差に変更・・・・・・・・・・約１０億円

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

２）代替案立案等

■岐阜東バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和や
交通安全の確保など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

２）代替案立案等

■岐阜東バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和や
交通安全の確保など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

４．評価の視点
③③ コ ス ト 縮 減 や 代 替 案 立 案 等 の 可 能 性 の 視 点コ ス ト 縮 減 や 代 替 案 立 案 等 の 可 能 性 の 視 点

従来案 見直し後

交差形式：立体交差

【山田交差点における交差形式の変更】

交差形式：平面交差点

３工区
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位 置 図
山田交差点
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－ １１ －

①事業の必要性等に関する視点

１）事業を巡る社会情勢の変化

■バイパス未供用区間での慢性的な渋滞の発生

■バイパス未供用区間での事故の多発

２）事業の投資効果

■交通渋滞の緩和

■交通安全の確保

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．６

３）事業の進捗状況

■用地取得率は７６％（平成２２年度末見込み）

■全体の事業進捗率は４７％（平成２２年度末見込み）

①事業の必要性等に関する視点

１）事業を巡る社会情勢の変化

■バイパス未供用区間での慢性的な渋滞の発生

■バイパス未供用区間での事故の多発

２）事業の投資効果

■交通渋滞の緩和

■交通安全の確保

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．６

３）事業の進捗状況

■用地取得率は７６％（平成２２年度末見込み）

■全体の事業進捗率は４７％（平成２２年度末見込み）

６．対応方針（原案）

②事業の進捗の見込みの視点

■３工区(Ｌ＝６．７km)は暫定２車線の早期供用を目指す

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

■全体事業費９５０億円のうち、約１０億円のコスト縮減（主な縮減内容：山田交差点の形状変更）

■地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和や交通安全の確保など、期待される効果
が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難

②事業の進捗の見込みの視点

■３工区(Ｌ＝６．７km)は暫定２車線の早期供用を目指す

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

■全体事業費９５０億円のうち、約１０億円のコスト縮減（主な縮減内容：山田交差点の形状変更）

■地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和や交通安全の確保など、期待される効果
が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難

平成１８年度の事業評価監視委員会から一定期間（４年間）が経過したことから、以下の３つの視点で再評価を行いました。

５．県・政令市への意見聴取結果
■岐阜県の意見

対応方針（原案）案のとおり、事業の継続をお願いします。

なお、事業の実施にあたっては、引き続き本県と十分な調整をしていただくとともに、コスト縮減の徹底をお願いします。

また、岐阜市日野南から岐阜市岩田西までの区間について、早期完成をお願いします。

■岐阜県の意見

対応方針（原案）案のとおり、事業の継続をお願いします。

なお、事業の実施にあたっては、引き続き本県と十分な調整をしていただくとともに、コスト縮減の徹底をお願いします。

また、岐阜市日野南から岐阜市岩田西までの区間について、早期完成をお願いします。

以上のことから岐阜東バイパスの事業を継続する。


